


?テハ狼林山、金剛山、智異山幷- i 濟州島漢拏山上：.-1 
生ジ何レモ標高千二百米突以上二千米突二及ブ邊-ーァ 
リ特一一 漢拏山 一ー ァ， モノ ハ十數間 ノ廣キ -1 亙リテ擴ガ 
V 、本種卜をなれ Jlmiperps prosnlbeus , Sieb •トハ全 
然別種ナリをなれガ 朝鮮 一一產スルコトハ Endlichek 氏 
以來唱フ，所ナリシガ近時京畿道幷一一忠淸北道ニァル 
コトヲ發見セリ仉シ土民 >' 之ヲ防砂用-1用キ居グヲ以 
テ果シテ本來ノ自生ナルャ否ャ速斷シ難シ 
り|し0びやく L んハ北部高山ニノミ限リテ生ジ咸鏡 
北道冠帽山〇一千五百米突)南胞胎山(二千三百米突)白 
頭山地方(千四百乃至千 九 百米突) 二 生ジ高キモノハ約 
三尺許トナ 〆 二種ハ分布廣ク周極地方ニハ到ル處ニァ 
タテ.朝鮮產ノ如キハ其分布ノ南限ヲナス (未完). 

〇我邦れもん/來歷卜其栽培" 

品種幷__効用 

在東京田村利親 

* もん 即チ黎樣 (citrus Limouia OSBEQK . =c. MedicrL- 
var. Limon L.) ハアラビア ーーー グハジム . ン ト云ヒペルシャ 
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號四第卷二第誌雜究硏物植 


邊ニテハリムト呼ビ印度べンガル地方二一7"ハ ir モー ト稱スグ常綠灌木狀ノ枇橘類ニシテ芸香科-一屬ス其天然ノ 
狀態 r グハ枝幹常二叢生シーア四方—下垂シ上方-一向テ直立スダモノ殆ンド稀ナリ然シ幼樹ノ時ヨリ少シク人爲 
ヲ加へテ整枝ノ法ヲ施ストキハ亦他ノ或ル柑橘卜齊シク直立ノ姿勢ヲ現ハスーー至，モノナリ 
れもんノ枝ニハ短キ硬針アリ葉ハ互生シ長卵形テシテ葉頭尖？葉綠-!鈍鋸齒ア9葉柄ハ葉面卜節合シ通常無翼 
ナンドモ時トシテハ狹綠ヲ呈ス花ハ葉腋11出デ寧 p 大形一ーシテー個或ハ集合シ蕾ハ紅色ヲ帶ブ花瓣ハ五片ニシ 

テ上部白色下部紅紫色ヲ呈シ雄蘂 1' 一十乃至四十 


れもん (縮圖〕 

Bisso HT POITEAd-s Histoire s- culture de02Orangers • 一！據ル 



0 



ア 9 果實ハ中等大-ーシテ黃熟シ橢圓形或ハ長橢圓 
形-ーシテ頂ハ乳頭狀ヲナス內部ハ八乃至十室-一分 
レ瓤多クシテ酸味强烈ナヲ 

れもん1:兀卜亞細亞南方熱帶地方ノ產ニシテ四時 
開花結實ス 〆 ノ性ヲ有ス广•モノナレパ我日本/本 
州ノ如キ溫帶地方-一於テハ冬月降霜ノ害甚ダシキ 
ヲ以テ海岸溫暖ノ地ヲ除クノ外ハ常二多少ノ人爲 
ヲ加へテ之ガ保護ヲ爲ス -1 アラザレ A 亦充分ナル 
成長ヲ見ルニ至ラザ，ベジ 

今ヲ距，五十七年前即文久元年十二月四日外國奉 
行水野筑前守忠德氏等ガ軍艦咸陽丸二乘ジテ小笠 
原島一一至タシ頃ハ巳- i れ名んハ同島ノ各處-1繁茂 
シ其結果ノ累々タルヲ目擊セシ者アリシト云>然 


我邦れもんノ來歷卜其栽培、品種幷 - I 効用 
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我邦れもんノ來歷卜其栽培、品種丼11効用 

シ此等ノ說、ノ今確カナ 〆 記録ノ據，べキモノ之レアラザレドモ嘉永六年癸丑六月米國ノ使節氏ガ初テ相 
州浦賀二來ソテ互市ヲ迫リシトキ彼等ノ軍艦-. •' 常, 一 小笠原島ヲ以ーグ根據トナシ久シク玆一!滯泊セシヲ以テ彼等 
ガ携へ來リシれもんノ種子ヲ食後此島-一投棄セシヨリ遂 -1 同島-一其繁殖ヲ見ルニ至リシトノ說アリ蓋シ此說ハ 
或ハ眞 f 近カグべキカ 

然，一一當時日本ノ國情ハ孰1/モ此ノ如キ細事一ーマデハ敢テ注意ヲ拂フモノアラザリシガ其後明治十一年.二至リ 
內務省權大書記官田中芳男氏ノ獻議-一依リテ再ビ同島ノ開拓ヲ始メ且布哇ヨリ種々ノ熱帶植物ヲ輸入シテ大-1 
之ガ栽培ノ獎勵ヲナセシヨリれもんノ栽培モ亦一層活氣ヲ呈スダ-一至リ遂二小笠原島ノれもんハー般世間一一其 
名ヲ博ス，二至レリ 

越テ明治十二年ノ頃二至リ我政府ハれもんノ種苗ヲ播州、紀州等ノ各地11送リテ頻二之ガ栽植ヲ試ミシト雖此 
れもん1:兀來其需要多クハ其酸キ果汁一一止マリテ普通溫州甜橙ノ如ク直二之ヲ生食ノ 用-一供スべキモ ノ -1 アラ 
ザ 〆 ヲ以テ當陴ハ只一人トシテ其價値ノ如何ヲ知 〆 モノアラザリシハ亦敢テ怪ムニ足ラザ 〆 ナリ 
爾來本邦二於ーグハ唯田中芳男、福羽逸人ノ雨氏ノミ常一一れもんノ將來ヲトシーグ大一一之ガ繁殖ノ奬勵 -1 努メシモ 
世間-一敢テ之-一耳ヲ傾クル者ノアラザリシハ抑モ亦其原因ノ存ス 〆 モノナクンバアラザリシナリ 
佘ハ田中、福羽ノ雨氏-一親炙シテ其說ヲ聞クコト旣二屢ナリシガ明治二十一年以來聊力之ヲ實地-一試ミ次デ明 
治三十三年一一至リ日本園藝會第三十三囘小集會ノ際東京神田錦町ノ開花亭二於テ小笠原島諸島二於ケルれ もん 
栽培ノ實況ヲ談ジ同年七月 InJ 會雜誌第九十八號- i 於テ此等ノ事一一關スル長文ノ說ヲ揭ゲ次デ又明治三十五年三 
月明治農報第四十二號又ハ學農社發行ノ農業雜誌等ノ餘白ヲ借リテ內外れもんノ來歷ヲ叙シ本邦沿海ノ暖地-一 
於テれもん栽培ノ適否ヲ論ジ頻 - I 之ガ栽培ヲ鼓吹セ 5/ 卜雖時機尙早カリシカ世間 之- 一對シテ ー人 ノ 質問 ヲ試ム 
ダモノモアラザリシヲ以テ見レバ略ボ當時我國二於ケ，果樹園藝ノ狀況ヲ窺フー ー足 ルモノア V 
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號四第卷二第誌雜究硏物植 


大正二年農商務省、 v 高知外數縣ノ暖地ヲトシテ多額ノ補助費ヲ與へ大二れもんノ栽培ヲ獎勵ス，ノ'時期-一達セ 
シカバ久シク孤島11棄テラレシ晚種ノ麥田モ今ヤ漸ク出穗ノ雨露-一浴シ我國南海ノ島幢;;日ナラズシテー大物 
產ヲ起シ以テ.國內需要ノ途ヲ講ジ尙進ンデ之ヲ海外二輸出シ玆一一將來斯業發展ノー新基源ヲ開クーー至ルベシ 
れもんノ 需要 ハ年ヲ逐フテ增加ス 〆 ノ勢アリテ現今世界各國-一於ケ 〆 其產額ハ實二其量極メタ多ク從 テ 其種類 
亦年々一一增加シ行 キタ 今ヤ幾百種ノ多キ-1達シ今後モ尙品種改良法/施行-ーヨリ更 -1 如何-一其品ヲ增加スルカ 
殆ンド豫メ推測スベカラザルモノアリ 

本邦一一於ケ 〆 れもんノ栽培ハ小笠原島ヲ以テ中心トシ之-一次ダモノ- >■> 廣島縣豊田郡チソ而シテ是等ノ種類ハ元 
卜外國產ニシ-ブ多ク/明治八年以來數囘-一本邦-一輸入シタ，モノナリ 

抑モ小笠原島ノれもんハ外舶ノ齎シ來リタ 〆 以來數十年ノ間皆實生ニヨリテ繁殖セシメタグモノ-!シテ其品種 
、ン之ヲ精密-一調查スレバ或、ジ數十種ノ多キニ達スペシト雖多クハ品位劣等一ーシテ果皮厚ク面粗糙ナ 〆 モノ頗グ 
多シ トス 

又內地-ーアリテモ近年舶載スルモノヽ外ハ槪ネ實生ノ變種ニシテ良種卜稱スべキモノ甚ダ少.ナク伊豆ノ熱海、 
駿州ノ興律、紀州ノ有田、薩州鹿兒島等ノ種類亦從來ノ實生テシテ將來有望ノ品種トハ謂>ベカラズ現時世界 
-1 於ケルれもんノ良種トシテ多ク賞用セラ 〆 ヽモノハ大槪左ノ種類-ーシテ新輸入ノ本邦栽培品モ亦此品ナリ 

|「ジ H ノア 」 Genoa ハ伊太利ノ原産-ーシテれもん中ノ良種ナリ果形ハ中等卵 w 形ヲ成シ果皮薄ク且稱甘クシテ全ク無核ナリ採取ノ後能ク久シ 
キ-一耐へ樹ハ矮性ニシテ殆ンド刺針ヲ有セズ結實最モ豐產ナリ本種ハ當時来國加州-一於ケル良種ノーナリシト云フ 
一「リスボン 」 Lisb 目亦良種ノー II シテ果形中等皮薄ク稍甘ク漿波强酸只僅カノ種子ヲ孕メルノミ此種類ハ葡菊牙ノ原產 - I シテ曾テ来國--一鞔入 
シタルモノナリ現今本邦二在ルモノハ皆来國3リ來リタルモノ-!係レリ 

一「ビラフランカー」 Villa Franca ハ大栽培 11 適スル最モ有利ナル良種 II シテ又四季成れもんノ名稱アリ果形中等 ft 長クシテ皮薄ク且橄甘ク滑 
澤黃色ヲ呈シ多漿强酸殆ンド無核-1シテ樹幹强直枝粲 -1 刺針ヲ具へズ他ノ種類 一 I 比シテ能ク寒冷-一耐ヘ樹勢甚ダ强剛ナリ此種類亦原卜歐洲ヨ 

我邦れもんノ來歷卜其栽培、品種幷-一効用 















摘芳拾蘂錄(其 


リ来國 -i 輸入シタルモノナリ大正四年高知縣 -I 輸入セシモノハ来國テキサス州/モノナリト云フ 
一「ユーレカ jEureka ハ果形中等黃色滑澤-1シテ光輝ヲ有シ能ク久シキニ耐へ漿波多量强酸 -I シテ最モ芳香11富ミ種子甚ダ少ナク或ハ無核ノモ 
ノアリ樹ハ半矮性-ーシテ刺針少ナク結實頬少豐淹ナリ本種ハ原卜米國加州口 K アンゼルスノ產ナリト云フ 
一「ヶネデ— J Kennedy ハ果形最大果皮滑澤漿液最モ多ク殊一一枸櫞酸/成分11富ミタル最良/種類ナリト云フ樹勢强健直立ノ性アリテ結果最モ 
豐產ナリ 

れ名んノ効用下ノ如シ 

(一〕 生果ヲ榷リ 魚類 等/食品-一注ギ テ食フ コト (二)枸櫞酸 ノ材料 トシ テ最モ 貴重ナリ ニニ)れもん水トシテ飮料 - I 供ス (四) 「ジャム」 
ノ 材料 トナ ス (五〕外皮ハ皮 m 子トシテ最モ上品ナリ (六)砂糖渰トシテ m 子 二代用 ス (七)蜜清トシテ亦佳品ヲ製ス ベン (八) 果汁 
ハ布帛ノ冼濯用トシテ貴重ナリ (九〕果汁ハ婦人ノ頭髮ヲ洗 フー ー最モ有効ナリ(十)甘れもん ハ 多少 生食/用- 1供セラ ル (十 ご花 ハ香 
水ノ原料トシテ最モ貴重ナリ (十二〕葉亦香水ノ原料トシテ花卜同樣/價値アリ(十三)果汁ハ亦製酒ノ原料トシテ貴重セラル(十四) 
醫藥トシテ淸凉ノ効アリ (十五)食後果汁 ヲ服スルトキ ハ 健 胃ノ効大ナリ(十六)枸櫞酸ハ種々ノ佐藥トシテ其需要多シ(十七)れ もん 
乂當時歐洲 -I 於テ肺病ノ特効薬トシテ大- 1 賞用セラ ル、 11 至リシト云 7 , 

れもんハ霜雪ノ害ナキ處二栽培スレパ四時花ヲ開キタ實ヲ結ビ且樹モ强健ニシテ灌木ノ.如ク生長頗，盛ナルヲ 
以テ肥料亦甚ダ多キヲ要セズ經濟上最モ有益ナルモノナレバ將來沿海ノ地方即チ種子ケ島"屋久島、大島、小 
笠原島、八丈島、琉球、臺灣等ノ如キ島嶼ハ最モ其栽培ノ適處ナ 〆 事ハ佘ガ屢右諸島ヲ巡視シブ普ク知，所ナ 
リ尙其詳細ノ事ハ佘ガ後日公-ーセントスル日本れ？^ん栽培錄一 i 收錄セリ 


〇摘芳拾蘂錄 S 一 ) 


牧野富太郞 


古今種々/書物 11 植物 11 關シタ記事ガ出テ居ッテ其レガ亦吾人一!甚ダ有益ナルモ/ガ少ナクナイ然シ其書ガ植物ノ書デナイ爲メ H 吾人ハ之ヲ 






